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５万分の１地質図幅 
説   明   書 

 

 

北海道立地下資源調査所 

北海道技術員 松 井 公 平 

   同    国府谷 盛 明 

   同    杉 本 良 也 

 

は し が き 

 

この図幅説明書は，昭和36年から昭和37年にわたる２年間の野外調査をもとにし 

て，とりまとめたものである。 

野外調査は，地域を分担して行ない，図幅の大部分をしめる丘陵地帯──主として 

第四紀層の分布する地域──の東部を松井が，西部を国府谷が，また，図幅北部地域 

の山岳地帯──新第三紀層の発達する地区──を杉本が，それぞれ担当した。なお， 

全般のとりまとめを，松井が行なった。 

この地域は，ほとんど全域にわたって，新期の火山灰でおおわれているので，開拓 

や森林開発にあたっては，気象条件とともに，表層地質が重要な意義をもっている。 

したがって，この図幅調査では，表層の地質を明らかにすることに努力したが，調査 

期間の制約に加えて，土壌に関する専門的知識を必要とするなど，今までの調査とは， 

かなりちがった側面が多かったので，十分に明らかにすることができなかった。なお， 

地質図の表現にさいしては，新期火山灰層が全域をおおっているため，一部ではこの 

火山灰層をはいで表現してある。そのほかの第四紀の地層についても，全体にうすい 

地層であるために，こちょうした所もあり，また実際には，存在していても表現でき 

ず，省略した個所もある。これらの点については，できるだけ説明書の中でおぎなう 

ようにつとめたが，十分に表現しつくしたとはいえない。このような点は，いままで 

の地質図の表現方法を用いる以上，あるていどやむをえなかった。その点は了解して 

いただきたい。 

報告するにさきだち，野外調査にあたって，いろいろと便宜をはかっていただいた， 

中 標 津（網走－第62号） 
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中標津町役場，中標津営林署の各位に謝意を表する。 

Ⅰ 位置および交通 

この図幅のしめる地域は，知床半島の基部にあたる背後部と，根釧原野に連なる台 

地とからなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１図 位 置 図 

行政的には，北東隅は標津町，南東隅に別海村，中央部は中標津町に，それぞれ稜 

線あるいは河川を境としてわかれている。この図幅地域の中心は中標津である。中標 

津は行政，商業の中心地であると同時に交通の要所でもあって，近年急速な発展をし 

めしている。その他の村落としては，武佐，開陽，俣落，西竹などにみられ，また， 

酪農を中心とする農家が各所に散在している。 

この地域の開発ないし開拓上の最も大きな障害は，気象条件と土壌の性質であると 

みなされている。気候は，低温，濃霧地帯であり，土壌は，新期火山灰層に由来する 

ため，開墾後4～6年頃迄は，比較的生産力が高いが，その後急激に低下してしまう。 

しかも，大面積をもって，粗放経営で，低品位生産力を補う方向に進んできたため， 

現在地力の低下した耕地が，ひじょうに多い。 
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交通機関としては，図幅の南東部に，国鉄標津線があるほか，中央部の各幹線道路 

には，バスが通じている。また，図幅北部の山岳地帯も，森林資源の開発にしたがっ 

て，大きな河川にそっては，林道が開さくされている。 

Ⅱ 地   形 

概観して，地形は，山岳地区と根釧原野につらなる丘陵性ないし台地状地形区に区 

分され，地質と密接な関係をもっている。 

山岳地区は，新第三紀層と第四紀の火山が分布する地域で，図幅の北西隅をしめて 

いる。とくに，第四紀の火山からもたらされた火山噴出物の分布する地域は，各火山 

噴出物の末端部に相当するので，ゆるやかな斜面を形成している。 

これらの地域をきざんで南流する俣落川，クテクンベツ川およびパナクシュベツ川 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２図 切 峰 面 図 
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の各河川は，必従谷を形成し，その両側も比較的ゆるやかである。だが，岩脈を横断 

する場合は，断崖を形成していることが多い。 

地域の北西隅をのぞいたほかの地域は，丘陵性の台地地形で特徴づけられている。 

この台地は，標高40mから200mに達するきわめてゆるい傾斜をとっている。 

標高40～80mの地域は，頂部が平坦面をとり，さらに標高90m以上の高い地域 

は，波状地形をしめしていて，頂部は円形をとり，残丘を形成している。この地形は， 

隣接する摩周湖図幅地域および磯分内図幅地域にひろがり，さらに太平洋岸の釧路ま 

でつらなる拡大な台地を形成している。 

第２図の切峯面図をみると，中標津の東で，40mと50mの等高線が近接し，一つ 

の急斜地が存在していて，地形の変移がうかがわれる。また，標津川をはさんで，そ 

の両側に，ほぼ平行して，北北東方にはりだす平坦面がある。この地形面は，西方の 

標高80mのところまで，明らかに存在している。標高100m以上になると北西部は， 

山岳地帯にむかってゆるい傾斜をとりながらしだいに上昇している。 

地域の北西部に，北東～西南の方向にならんでいる標高320～340mの残丘地形が 

みられる。この残丘は，ただの侵地形をしめしているものなのかどうか，この地域 

を構成している地質が明らかでないので，究明することはできない。しかし，一線上 

にならぶ残丘地形としてとらえることができる。 

この地域を流れる河川には，南から，当幌川，標津川および武佐岳川の支流がある。 

このうちとくに，標津川と，武佐川がおもな水系となっている。 

標津川は，摩周湖図幅地域の標津岳山麓に源を発し，丘陵地域を南下し，図幅の南 

西隅の計根別で，流路を北南から東にかえ，いちじるしい蛇行をしながら根室海峡に 

そそいでいる。また，標津川の支流には，東から俣落川，荒川，川などがある。こ 

れらの支流は，背後の武佐岳山麓に源を発し，蛇行しながら南東方向にながれ，標津 

川に合流している。 

武佐川は，武佐岳山麓から，南東方に流路をとり，開陽部落付近で流路を東方にか 

えて，蛇行しながら根室海峡にそそいでいる。 

これらの河川にそっては，おそらく，河岸段丘が発達していると推定されるが，新 

期火山灰層が厚くおおっているので，その実態を究明することはむずかしい。 

このほか，標津川および武佐川にって若干の湿地が発達している。 
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Ⅲ 地   質 

Ⅲ.１ 地 質 概 要 

この地域を構成している地質系統は，第１表のように区分され，新第三系およびそ 

れ以降の地層と火山岩類とから構成されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１表 中標津模式柱状概念図 

新第三系は，いわゆる知床半島に発達するグリーンタフ地域の標式地の一部に連な 

り，また，千島弧状線の内帯の一部に相当する。したがって，これら新第三系の層序 

および構造は，大局的には，知床半島のそれとほぼ同じである。すなわち，半島の背 

梁にそって背斜軸があるので，この図幅地域の北西隅では，半島に発達する全層序が 

分布するはずであるが，新期火山灰層が広くおおって分布しているため，新第三系の 
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上部層の一部は，観察できない。 

この図幅地域内には，忠類層と荒川層および俣落川層とが分布している。そのうち， 

荒川層の下部層は，知床半島における一部の既刊図幅では，忠類層の上部層としてお 

り，他の図幅では，奥蘂別集塊岩層として，それぞれ取扱っている。また荒川層の上 

部層は，越川層の下層に相当する。この荒川層を不整合におおって発達している俣落 

川層は，幾品層の下部層に対比される。 

忠類層は，緑色凝灰岩相で特徴ずけられており，グリーンタフ，プロピライト，角 

礫凝灰岩，泥岩および砂質泥岩を主要構成員とする。一方，この期の末期には，岩脈 

や熔岩流の産状をしめすネヴァダ岩質石英粗面岩や石英安山岩などの酸性火山活動も 

みとめられる。 

この上位に発達している荒川層は，忠類層とは整合関係にあり，安山岩質集塊岩相 

で代表される下部層と石英粗面岩質凝灰岩相で特徴ずけられている上部層とに大別さ 

れる。 

俣落川層は，荒川層と不整合で接し，浮石質凝灰岩を主要構成員とするが，下部に 

は，細粒礫岩やシルト岩と浮石質凝灰岩との互層部が発達している。なお，この期の 

最末期には，小規模な安山岩岩脈がみられる。 

これらの新第三系の各地層は，N50～60ﾟEの走向をしめし，知床半島ののびの方 

向とは斜交し，傾斜は，15～30ﾟNW～SWをしめしている。大局的にみると，忠類層 

には，N60ﾟWをしめす小規模な背斜軸があり，他の地層は，南東方向への単斜構造 

を形成している。 

断層系統としては，走向断層とNS系断層とがみられ，荒川層の一部を転移させて 

いる。なお，まえにのべた各岩脈は，ほぼ地層の走向にそって分布している。 

新第三系以降の火山岩類は，サマッケヌプリ熔岩や武佐岳火山噴出物などで，阿寒 

知床帯
＊

にぞくするものである。これらの各火山岩類は，輝石安山岩であるが，初期の 

噴出物は，苦鉄質安山岩であり，後期のものは，珪長質であるのが特徴である。 

Ⅲ.２ 地 質 各 説 

 
＊ 阿寒， 屈斜路および摩周火山から知床半島の突端にいたるまでの半島の中軸にそ 

って分布する一連の火山の総称である。かつ位置的には，半島にそう大きな背斜 

軸の上にあり，しかも，グリーンタフなどの火山活動がいちじるしかった地域に 

ふくまれている。 
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Ⅲ.２.１ 新第三紀層 

Ⅲ.２.１.１ 忠 類 層 

忠類層は，緑色凝灰岩相を主体とする。なお，ネヴァダ岩質石英粗面岩や石英安山 

岩は，下にのべるようなことがらから，この期の最末期の活動とみなされるので，忠 

類層にふくめて取扱うことにした。 

Ⅲ.２.１.１.１ 緑色凝灰岩相 

分 布： この地層は，この図幅地域に発達する最下位層であって，図幅の北西隅 

に分布しており，隣接の武佐岳図幅の標式地につらなる。 

関 係： 上位に発達する荒川層とは，一部断層で接している以外は，不明である。 

しかし，隣接の武佐岳図幅における諸現象から判断して，整合とみなされる。 

構 造： 隣接の武佐岳図幅もふくめて考察すると，ほぼN60ﾟE，20～30ﾟNW～ 

SEの走向，傾斜をしめすゆるやかな背斜構造が存在する。しかし，その走向は，知 

床半島に分布する忠類層のそれよりも東に偏しており，全体的にみると，この地域は， 

彎曲した構造部にあたる。 

層 相： この地層の主要構成員は，グリーンタフ，角礫凝灰岩，プロピライト， 

泥岩および砂質泥岩である。そのうち，前３者は，主として下部層に，後２者は，上 

部層に，それぞれ優勢に発達している。いいかえると，背斜軸付近には，火山岩や火 

山砕岩類が卓越して分布している。 

グリーンタフは，安山岩質のものであり，通常淡緑色を呈し，浮石片をふくみ粗鬆 

であるときには，パナクシベツ川右支流の上流にみられるように，緻密堅硬となる場 

合，ややろう盤して漂白された部分と未分解の淡青緑色の部分とが交雑して縞模様を 

呈することもある。 

鏡下では，破片状の斜長石は，緑泥石，粘土質物，方解石および曹長石の集合体に 

かわっていることが多い。また砕状の紫蘇輝石や普通輝石の斑晶状鉱物もみられる 

が，緑泥石でおきかえられたり，鉄質物で汚染されている。 

基質物は，海綿状ガラスからなるが，これも繊維状の緑泥石や，他の粘土鉱物にか 

わっていることが多く，さらに鉄質物で汚染されている。 

プロピライトは，淡緑色ないし暗灰色を呈し，堅硬緻密で，少量の斜長石や有色鉱 

物が散在する。また，外観上細粒のものとやや粗粒なものとがあり，岩質はかならず 

しも，一定でない。なお，一部では集塊岩状の岩相をしめすものもある。 
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鏡下では，安山岩質と玄武岩質安山岩とのものがあり，いずれも炭酸塩化作用と緑 

泥石化作用がいちじるしい。斜長石の多くは，炭酸塩鉱物，曹長石および緑泥石にお 

きかえられ，一部には絹雲母もみられる。有色鉱物は普通輝石および紫蘇輝石である 

が，緑泥石および緑簾石にかわっていることが多い。また，石基の多くは，細粒の緑 

泥石や方解石および曹長石の集合体となる。ときには，緑泥石の細脈および空部を 

充する緑泥石や沸石がみとめられる。なお，全般的に立方形の黄鉄鉱の散在がいち 

じるしい。 

角礫凝灰岩は，灰緑色ないし暗緑色を呈し，粗鬆で，浮石片をふくむ。角礫は，大 

部分が径3cm以外のプロピライトであるが，一部にグリーンタフや泥岩などの亜円 

礫をまじえている。この岩層は，うえにのべた２岩層中に，不連続岩相としてはさま 

れている。 

泥岩は，暗灰色を呈し，団塊状で層理をしめしておらず，かつ分級が悪く，砂粒を 

交えることもあり，風化すると，角板状に破砕するが，ときには介殻状断口をとるも 

のもみられる。 

砂質泥岩は，淡灰色を呈し，やや硬質でかなり凝灰質である。ときには，浮石礫や 

安山岩角片をふくんでおり，一部の岩相には，縞状の層理が発達している。 

Ⅲ.２.１.１.２ ネヴァダ岩質石英粗面岩 

産状から，熔岩と岩脈との２種類に分けられるが，岩質が同じなので，一括して取 

扱うことにした。 

分 布： 図幅北西隅の西側に分布し，一部は，隣接の摩周湖図幅地域につらなる。 

前者は，岩脈，後者は熔岩流に相当する。 

関 係： 岩脈状の岩体は，ほぼ忠類層の緑色凝灰岩相の走向と同じ方向にのびて 

いる。一方，熔岩状の岩体は，一見ネック状の特異な残丘地形をしめしているが，隣 

接の摩周湖図幅では，忠類層の緑色凝灰岩相をおおっている。これらの点から，この 

石英粗面岩は，一部は貫ぬき，一部はおおっているものと考えられる。 

他の新第三系の諸岩相とは，直接に接していないので，その活動時期は不明である 

が，隣接の武佐岳図幅の資料および，荒川層の安山岩質集塊岩相の岩礫に，この種の 

岩礫も一部みとめられる点から，少なくとも，忠類層の緑色凝灰岩相の堆積以後で， 

荒川安山岩質集塊岩相の堆積以前とみなされる。 

岩 相： 灰色を呈する石基の中に，石英および斜長石の斑晶が散在し，ネヴァ 
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ダ岩質の岩相をしめす。岩脈状をなす岩体の一部には，小規模な粘土化，黄鉄鉱鉱染 

帯がみとめられる。 

鏡下では，斑晶として石英および斜長石がみとめられるが，ごく微量の有色鉱物は， 

すべて緑泥石と鉄質物におきかえられている。石英は，0.7×0.5mm大のものもみと 

められるが，通常0.35mm前後で，融形をしめす。斜長石は，長柱状，卓状形お 

よび稜角形状を呈し，新鮮なものが多いが，曹長石のほか緑泥石や絹雲母でおきかえ 

られていることもある。なお，他の鉱物で置換された有色鉱物は，その結晶輪郭から 

判断して，初成的には角閃石であったと理解される。 

石基は，ガラス，絹雲母，緑泥石とわずかの炭酸塩鉱物の集合体からできている。 

Ⅲ.２.１.１.３ 石英安山岩 

分 布： 俣落川上流およびパナクシュベツ川左支流に好露出がみられ，ほぼ忠類 

層の緑色凝灰岩相の走向と同じ方向にのび，紡錘形状をしめして分布している。 

関 係： 忠類層の緑色凝灰岩相との直接の関係は，おさえていないが，分布なら 

びにうえにのべた石英粗面岩との一連の酸性岩活動の産物としてとらえるのが適当と 

考え，忠類層にふくめて取扱った。 

岩 相： 淡緑色を呈し斑晶として斜長石，石英および少量の有色鉱物がみとめら 

れる。とくに，俣落川に露出するものは，鉱化作用による変質（珪化，黄鉄鉱鉱染， 

一部粘土化）がいちじるしく，一部は，銅・鉛，亜鉛鉱床の母岩となっている。 

鏡下では，斑晶鉱物として，斜長石，石英，普通輝石および紫蘇輝石がみとめられる。 

石英は融形ないし稜角形をしめす。斜長石は，新鮮なものもあるが，大半は多少な 

りとも，曹長石や緑泥石におきかえられている。両輝石も，新鮮なものもあるが，緑 

泥石や緑簾石にかわっている。 

石基は，短冊状の斜長石，短柱状の斜方単斜の両輝石およびガラスからなるが，い 

ずれも多少なりとも，うえにのべた様な鉱物におきかえられている。 

Ⅲ.２.１.２ 荒 川 層 

荒川層は，安山岩質集塊岩相と石英粗面岩質凝灰岩相とに大別される。 

Ⅲ.２.１.２.１ 安山岩質集塊岩相 

分 布： 俣落川上流および荒川中流に好露出があり，ほぼ，N60ﾟE方向に帯状に 

分布している。 

関 係： 下位の忠類層とは，すでにのべたように漸移関係にあり，上位の石英粗 
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面岩質凝灰岩相とも，整合の累重関係をしめす。 

構 造： ほぼN50～60ﾟE，20～36ﾟSEの走向，傾斜をしめし，南東への単斜構 

造を形成している。一部は，荒川上流にみられるように，断層で転移していることも 

ある。 

層 相： 粗粒砂岩とガラス質安山岩質集塊岩の互層からなる。しかし，荒川中流 

にみられるように，集塊岩の優勢に発達する個所もあるので，両者の量比は，かなら 

ずしも一定していない。また，一部では，泥岩の薄層を介在している個所もある。こ 

れらの岩石は，通常新鮮であるが，俣落川の一部には，ごく小規模な硫化鉄鉱鉱染帯 

や粘土化帯がみとめられる。 

粗粒砂岩は，暗灰色を呈し，全般に分級がわるく，偽層葉理の発達しているところ 

もある。 

集塊岩の岩礫は，黒色を呈する緻密堅硬な角ばった挙大のガラス質安山岩礫を主体 

としているが，下位層のプロピライトや石英粗面岩の岩礫もみられる。 

鏡下では，斑晶として斜長石，普通輝石および紫蘇輝石がみとめられる。斜長石は， 

長柱状ないし卓状形を呈しており，アルバイト双晶が発達している。一部は，劈開に 

そって，緑泥石や曹長石が発達する。なお，有色鉱物の普通輝石，紫蘇輝石の多くは， 

新鮮であるが，一部は緑泥石でおきかえられている。 

石基は，ガラスにとむが，短冊状の斜長石や短柱ないし粒状形の斜方および単斜の 

両輝石も散在している。 

この地層は，北に隣接する武佐岳図幅では，忠類層の部層として取扱った盗伐沢角 

礫凝灰岩層と薫別川集塊岩層との２部層と同じ層準の岩相である。また，知床半島に 

おける近接する既刊図幅の峰浜および春苅古丹では，奥蘂別集塊岩層として取扱った 

地層と同じ層準である。なお，峰浜および春苅古丹の両図幅地域においては，武佐岳 

図幅地域の盗伐沢角礫凝岩層および薫別川集塊岩層に相当する地層を忠類層から分離 

して，奥蘂別集塊岩層として取扱い，その上部では越川層と指交関係にあることを指 

摘した。 

Ⅲ.２.１.２.２ 石英粗面岩質凝灰岩相 

分 布： 俣落川中流，パナクシュベツ川上流およびクテクンベツ川上流に，好露 

出があり，ほぼ北東の方向をもって，帯状に分布している。 

関 係： 下位の安山岩質集塊岩相とは，分布および走向，傾斜から判断して，整 



― 11 ― 

合と考えられる。上位の俣落川層とは，基底礫岩相で接するので，不整合とみなされ 

る。 

構 造： 塊状の岩相をしめすため，層理は不明確であるが，その分布からみて， 

下位の安山岩質集塊岩と同様な走向，傾斜をしめすと推察される。そうであれば，南 

東への単斜構造をしめしていることとなる。なお，クテクンベツ川上流に分布するも 

のは，NS系の断層により多少転移している。 

層 相： 石英粗面岩質凝灰岩相で代表されるが，石英粗面岩を介在する。他の正 

常堆積岩は，まったく挾在しない。 

石英粗面岩質凝灰岩は，淡緑色を呈し，粗鬆で浮石片をふくみ，ときには，下位の 

安山岩質集塊岩相の岩礫もみられる。また，石英粗面岩の指頭大の角礫をふくみ，角 

礫凝灰岩と呼ぶのが適当な部分もふくまれている。 

鉱物破片としては，少量の石英および斜長石が散在する。斜長石の一部は，割目に 

そって絹雲母が発達している。 

石英粗面岩は，淡緑灰色を呈し，斑晶鉱物として石英・斜長石が散在している。石 

英は，融形ないし陵角形状をしめす。斜長石は，長柱状ないし卓状形をとり，一部 

は絹雲母，緑泥石におきかえられている。 

石基は，ガラス，細粒状の石英および短柱状の斜長石からなり，一部には，硫化鉄 

鉱もみられる。 

この岩相は，隣接の武佐岳図幅地域および知床半島の既刊図幅地域においては，小 

規模なため独立した岩相として取扱はないで，ほかの岩相に包括した。いずれの地域 

でも，この岩相は，奥蘂別集塊岩層と越川層との漸移部にみとめられる。したがって， 

一部の図幅では，奥蘂別集塊岩層に，他の図幅では，越川層に，それぞれ包括して記 

載した。この図幅地域においては，隣接の武佐岳図幅地域における諸関係から，越川 

層の基底岩相として取扱うのが適当と考えられる。 

Ⅲ.２.１.３ 俣 落 川 層 

この地層は，浮石質凝灰岩相を主体とする。これを貫ぬく安山岩脈は，この期の迸 

入とみなされるので，俣落川層にふくめて取扱うことにした。 

Ⅲ.２.１.３.１ 浮石質凝灰岩相 

分 布： 俣落川中流およびクテクンベツ川中流に分布するが，標式地は俣落川中 

流である。 
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関 係： 下位の石英粗面岩質凝灰岩相とは，基底礫岩相で接し，不整合である。 

一方，越川層の主な構成員なるいわゆる硬質頁岩層は，隣接の武佐岳図幅地域には分 

布するが，この図幅地域には露出していない。この現象は，削によるものと考えら 

れる。上位は，第四紀の火山噴出物で，不整合におおわれている。 

構 造： N40ﾟ～N50E，10～20ﾟSEの走向，傾斜をしめし，南東への単斜構造 

を形成している。 

層 相： 基底部は，細粒礫岩と粗粒砂岩とから構成されており，その上部は，シ 

ルトと浮石質凝灰岩との互層である。これより上位は，浮石質凝灰岩を主体とし，と 

きおりシルトの薄層を挾在する。 

細粒礫岩は，暗灰色を呈し，岩礫は，指頭大で，下位層のプロピライト，グリーン 

タフおよび石英粗面岩などからなる。 

粗粒砂岩は，暗灰色～帯青灰色を呈し，分級がよく，層理の発達は良好である。 

浮石質凝灰岩とシルトの互層部の単位層は，5～10cmの厚さをもち，附図にしめし 

たように，美しい層理をしめす。シルトは，淡灰色を呈し，比較的軟弱である。 

浮石質凝灰岩は，灰白色ないし淡緑灰色を呈し，粗鬆であり，そのなかに微量の石 

英や斜長石まれに緑色角閃石が散在する。浮石片は，1～2cmで，ひきのばされた形 

をしめしている。一般には新鮮であるが，一部は緑泥石化，炭酸塩化作用をうけてい 

る。 

この岩層は，層序および岩質から幾品層に対比される。しかし，知床半島既刊図幅 

地域では，岩相上，浮石質凝灰岩よりも泥岩相が優勢に発達している。 

Ⅲ.２.１.３.２ 安山岩岩脈 

クテクンベツ川中流に露出し，ほぼN20ﾟWの方向をもって分布する。俣落川層を 

つらぬき，武佐岳火山噴出物におおわれている。 

この岩石は，暗黝色を呈し，緻密であって，柱状節理が発達している。 

鏡下では，斑晶として斜長石，普通輝石および紫蘇輝石がみられる。斜長石は，長 

柱状ないし卓状形をしめしており，アルバイト双晶の発達がいちじるしい。普通輝石 

は，紫蘇輝石よりも量的にまさり，いずれも新鮮である。ときには，両者の聚斑状集 

合体もみられる。 

石基は，ハイオロピリチック構造をしめし，短冊状の斜長石や粒状形の普通輝石， 

紫蘇輝石およびガラスからなり，磁鉄鉱を伴う。 
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Ⅲ.２.２ 第 四 紀 層 

第四系のうち，サマッケヌプリ熔岩および武佐岳火山噴出物は，いずれも更新世に 

属し，屈斜路火山の外輪山熔岩に相当する。これらの外輪山熔岩は，苦鉄質熔岩の噴出 

にはじまり，中性熔岩の迸出で終るという特徴をもっている。 

なお，根釧原野をぬう各河川にそって断続的な分布をしめす戸春別層，中標津熔結 

凝灰岩，茶志骨層および段丘堆積物もまた，更新世に属する。 

現世の堆積物としては，火山岩類の分布する個所の斜面に発達する崖錐堆積物，根 

釧原野を広範囲におおう新期火山層および現在の各河川にそって発達する現河床堆積 

物などがあげられる。 

Ⅲ.２.２.１ サマッケヌプリ熔岩 

サマッケヌプリ火山は，隣接の斜里岳図幅地域にその山頂（1,062.5m）があり，屈 

斜路火山の外輪山を形成し，成層火山に属する。この図幅内では，下位の熔岩だけが 

発達しており，忠類層を不整合におおい，新期火山灰層におおわれている。したがっ 

て，明確な噴出時代は明らかではないが，火山地形がかなり解析されているので，更 

新世のようである。 

この岩石は，一般に暗黒色を呈し，否仁状空をもち，斑晶はめだたない。しかし， 

俣落川上流の一部にみられるように，黒色緻密な岩石となり，集塊岩状を呈するもの 

もある。 

鏡下では，斑晶鉱物として，斜長石＞普通輝石≧紫蘇輝石がみとめられる。 

斜長石は，長柱状で， 0.1～0.2mm大のものが多く，An60～65％の曹灰長石付近 

の成分である。普通輝石と紫蘇輝石は，ほぼ等量にふくまれ，0.1～0.2mm大で，自 

形ないし半自形を呈し，一部は緑泥石でおきかえられている。ときには，斜長石，普 

通輝石，紫蘇輝石の聚斑状集合体もみられる。 

石基は，結晶質で間構造にちかく，短冊状または折木状斜長石，普通輝石，ガラ 

スおよび磁鉄鉱からなる。 

Ⅲ.２.２.２ 武佐岳火山噴出物 

この火山噴出物は，隣接の武佐岳図幅地域の武佐岳（標高1,005.7m）を中心として 

分布している。この図幅では，その南半の延長部と△547.7mを噴出源とする熔岩と 

が発達する。これらの噴出物は，新第三紀層を不整合におおい，崖錐堆積物や新期火 

山灰層におおわれている。 
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この図幅における武佐岳火山噴出物の最下位岩相は，安山岩質集塊岩である。この 

岩相は，クテクンベツ川上流の両斜面に分布し，北接する武佐岳図幅において，湯の 

沢集塊岩と命名したものと同一である。 

一般に，ほとんで熔岩をはさまず無層理である。岩塊は，角ばった大のものが多 

く，暗黒色を呈し，空にとみ，斜長石や有色鉱物の斑晶鉱物にとむ。膠結物は，暗 

灰色の凝灰岩である。 

鏡下では，斑晶鉱物として，斜長石，普通輝石および紫蘇輝石がみとめられる。斜 

長石は，亜灰長石または曹灰長石に属し，自形で長柱状のものが多く，累帯構造はみ 

られない。 

石基は，ほとんど色のガラスで，その中に，わずかの微細な繊維状の斜長石およ 

び結晶杯が散在している。 

この集塊岩層をおおって，△547.4mを噴出源として南方に流下した紫蘇輝石普通 

輝石熔岩，および俣落岳を噴出源として，図幅の北半部に分布する。含石英普通輝石 

紫蘇輝石安山岩熔が，それぞれ発達している。 

紫蘇輝石普通輝石安山岩は，暗灰色を呈する石基中に，斜長石および有色鉱物が散 

在し，やや軟弱である。 

鏡下では，斑晶鉱物として，斜長石，普通輝石，紫蘇輝石がみとめられる。斜長石 

は，亜灰長石ないし曹灰長石に属し，自形をしめし清透で，累帯構造は外縁部にみら 

れ，普通輝石，鉄鉱を包かする。紫蘇輝石は，長柱形で，多色性はつよくない。普通 

輝石は，柱状であるが，やや円味をおび，割目の発達がいちじるしい。 

石基は，ガラス基流晶質で，ガラスにとみ，そのなかに微細な析木状斜長石および 

粒状の単斜，斜方の両輝石および微小な鉄鉱が散在している。 

俣落岳を噴出源とする含石英普通輝石紫蘇輝石安山岩熔岩は，うえにのべた熔岩と 

同様に珪長質で暗灰色を呈し，斜長石および有色鉱物の斑晶がめだっている。 

鏡下では，斜長石，普通輝石，紫蘇輝石および石英の斑晶鉱物がみとめられる。斜 

長石は，柱状ないし卓状形をしめし，曹灰長石付近の成分をもち，ポイキリティック 

に粒状の普通輝石を包かする。紫蘇輝石は，単斜輝石の反応縁をもち，自形を呈する。 

石英は，普遍的にはふくまない。 

石基は，色ガラスと短冊状ないし板木状の斜長石，粒状の単斜輝石，クリストバ 

ル石および鉄鉱からできている。 
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Ⅲ.２.２.３ 戸
と

 春
しゅん

 別 層 

分 布： この地層は，中標津町の北 

にある雪印工場前の土取場および，中標 

津中学校裏の崖に標式的に露出する。こ 

のほか，標津川と川の合流点付近にも 

露出している。丘陵地域では，新期火山 

灰層が厚く発達しているため，詳細な分 

布の実態を確かめることができない。 

関 係： 中標津町の雪印工場前の土 

取場では，あとでのべる中標津熔結凝灰 

岩と不整合で接している。また，次にの 

べる層相の特徴から，図幅地域の東部お 

よび東南部の海岸地域に分布している火 

山噴出物を主体とし，亜炭層を來在する 

薫別層と同じ時期のものと考えられる。 

層 相： 暗緑色から帯緑色を呈す 

る火山灰，軽石，ロームから構成されている。軽石は，亜円形の平均1.5cm大のも 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４図 中標津町雪印工場前土取場のスケッチ 

第３図 戸 春 別 層  

１新期火山灰層 ２段丘堆積物? ３茶志骨層 ４中標津熔結凝灰岩 ５戸春別層 
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ので，淡緑色を呈し，みがき砂状をとり，こまかな層理が発達している。ロームは， 

色～暗色を呈していて，部分的にみられる。このほか，偽層が発達している砂層 

がレンズ状に介在している。また，全般をとおして，垂直変化よりも，側方変化がい 

ちじるしい。 

層厚は，観察された資料から，4m以上である。図幅地域内では，この地層の下限 

は明らかでない。 

Ⅲ.２.２.４ 中標津熔結凝灰岩 

この熔結凝灰岩は，標津川，俣落川の 

流域およびパナクシュベツ川の上流流域 

にそれぞれ分布している。分布の実態か 

ら推定すると，図幅の北西方から，標津 

川にそって流下した火山砕流である。 

また，中標津町の澱粉工場前には，この 

火山砕流が流下後，削をうけたこと 

を物語っている残丘が形成されている。 

この熔結凝灰岩は，下位の戸春別層を 

不整合におおっている。 

黒色～暗灰色を呈する含石英しそ輝石 

安山岩質のものである。この地域に分布 

するものは，熔結の度合の低い部分が多 

く発達しており，径15cm以下の暗灰色 

の軽石礫を多量にふくんだ凝灰岩様の岩 

相をとるものが多い。中標津町の雪印工場前にある土取場では，炭化木片を介在して 

いる。厚さは2m以上である。 

岩質から，摩周湖図幅地域に分布しているケネカ熔結凝灰岩，武佐岳図幅地域に発 

達している基線熔結凝灰岩に相当するものと考えられる。 

なお，両図幅の地域で，この熔結凝灰岩の噴出源を屈斜路火山によるものとしてい 

るが，この図幅地域では，それを裏付ける資料はえられなかった。 

Ⅲ.２.２.５ 茶 志 骨 層 

この地層は，図幅および隣接の標津図幅に連続し，標高40mから280m近くまで 

第５図 中標津熔結凝灰岩と新 
期火山灰 
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分布し，この間は一連のものと判断できる。また，この地層は，全般的に海岸に近い 

地域は砂質部が発達し，海岸から内陸部に入ると亜角礫部となる。この分布状態，堆 

積状態などから判断して，河川による堆積物と推定される。しかし，この地層につい 

ては充分究明されていないので，こんごの調査によって明らかになると考える。 

分 布： この地層は，図幅内の各河川にって発達するが，隣接の標津図幅にも 

分布している。 

関 係： 中標津熔結凝灰岩を不整合でおおい，また，標津熔結凝灰岩が欠除して 

いるところでは，戸春別層を直接不整合でおおっている。 

層 相： 砂，礫から構成され，偽層の発達した地層である。図幅の東部地域では， 

砂層部が発達し，北西部の山岳地域にちかづくと砂は少く，礫が多くなる。礫も角状 

となり大礫が多くなる傾向をしめしている。また少量の軽石や火山灰が不規則に混じ 

っている。砂は，石英粒を多く含み，礫は，ほとんど安山岩で，若干，プロピライト 

の礫がみられる。層厚は，2～5m以上である。 

なお，この茶志骨層については，摩周湖図幅地域の仁田砂層との問題がある。この 

点については，摩周湖図幅地域において，国府谷外（1962）が，仁田砂層の下位に来 

る，モシベツ軽石層を洪積世にした。この中標津図幅においては，川の上流部で， 

軽石層の下位に青灰色の火山灰を確認した。この火山灰層は摩周岳統の火山灰層であ 

る。したがってモシベツ軽石層も摩周岳統に含まれるものであったが，中標津図幅の 

北西部および摩周湖図幅東部で，急に層厚が厚くなるので，別の地層として取り扱っ 

たため間違いを生じた。したがって，仁田砂層についても，さらに検討を要する。 

Ⅲ.２.２.６ 段丘堆積物 

段丘堆積物と明らかにみとめられる堆積物は，標津川流域に発達している。しかし， 

これらの地域のほかにも，段丘堆積物の発達している可能性が充分考えられるが，新 

期火山灰が厚くおおっているため確認することができない。 

堆積物は砂礫層で，厚さは1mから1.5m前後である。また，比高は7m～10m 

で，平坦面を形成している。 

Ⅲ.２.２.７ 崖錐堆積物 

武佐岳火山噴出物の分布地域の周辺および北北西部の標高600m山山麓の周辺に， 

それぞれ分布している。この堆積物は，新期火山灰層でおおわれている。 

この堆積物の構成物質は，それぞれ背後の山地を形成している岩石から供給された， 
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大～頭大の礫を主体とし，この間を粗粒の砂がうめたものである。 

Ⅲ.２.２.８ 新期火山灰層 

この火山灰層は，図幅地域の全域に分布している。摩周岳統にふくまれ，すでに山 

田忍の詳細な研究がある。山田忍は，摩周岳統火山灰を，M a～M lに分類した。その 

ご勝井義雄により研究がすすめられ，Mα～Mζに分類されて，沖積世の火山灰として 

明らかにされた。 

この図幅地域に分布している各種火山灰層および軽石層については，一括して新期 

火山灰層ととりあつかいこのなかで，山田忍の分類に対比できるものについてはその 

つど説明のなかにつけ加えた。この新期火山灰層の模式柱状図と，各地点の柱状図は， 

第６図に，各地層との関係を第７図にそれぞれしめした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６図 新期火山灰 
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第１層： 表層で，全域に分 

布している。黒色の腐植土で， 

乳白色の火山灰を挾在してい 

る。層厚は，腐植土が10～20 

cm，火山灰は5cm前後である。 

第２層： ほぼ全域に分布し 

ているが，とくに西部地域にい 

ちじるしく発達している。 

暗色～色を呈するローム 

で，厚さは10～35cmである。 

第３層： 全域に分布してい 

る。黒色の腐植土で，層厚は10 

～30cmである。 

第４層： おもに西部地域に 

分布しており，全域にみられな 

い。ロームあるいは軽石からな 

る。ロームは色～暗色を呈 

している。層厚は10～25cmで 

ある。軽石礫は，橙色～黄橙色 

を呈する，発泡の悪い降下軽石 

である。軽石の大きさは，径1cm前後で角状のものが多い。層厚は30～40cmであ 

る。 

第５層： K－11地点だけに観察される。したがって，分布状態については明らか 

でない。細い砂で層厚は，10cm前後である。 

第６層： ほぼ全域にわたって分布している。腐植土で，層厚は10cm前後である。 

第７層： O－16，K－4，K－11の各地点で観察される。かなり地域的な分布をし 

ているようである。暗色～色のロームで，層厚は10cm前後である。 

第８層： 全域に分布している。３枚の降下軽石堆積物から構成されているが，ほ 

ぼ同じ時期に断続的に降下堆積したものと考えられるので一括して第８層とした。上 

部は，帯黄灰色～灰色を呈する軽石層で，スコリアをまじえている。軽石礫は角状の 

第７図 各地層との模式対比図 



― 20 ― 

径6cm大以下のものからなり，層厚は平均60cmである。中部は灰色の軽石にスコ 

リアのひじように多い部分である。軽石礫は角状の径1.5cm大以下のものが多い。 

層厚は，平均30cmである。下部は淡黄色を呈する軽石層からなる。軽石礫は，角状 

の径5～1cm大のものである。層厚は，平均60cmである。 

この層の降下軽石堆積物は，摩周湖にむかって層厚を増す傾向がある。 

山田忍による分類に対比すると上部から，M g，M h，M iとなる。また，摩周湖図 

幅地域に発達しているモシベツ軽石層は，この３層の軽石堆積物のいずれかに相当す 

るものである。 

第９層： ほぼ全域に分布する。淡灰色を呈するやや粘度の高い感じのする火山灰 

層で，層厚は5cm前後である。 

第10層： まえにのべた，第９層と同じ分布をしめしている。淡黄色～橙色の降下 

軽石層で，軽石礫は，角状の径1cm以下の大きさのものである。層厚は5cm前後で 

ある。 

第11層： 全域に分布している。青灰色を呈するみがき砂状の火山灰層である。 

色調に特徴があるので，新期火山灰を識別するのに鍵層とすることができる。層厚は 

5～10cmである。この火山灰は，山田忍のM jに相当する。 

第12層： 全域に分布している。色～暗色のローム層で，上部にかならず腐植 

土をともなう特徴がある。ローム層の厚さは10～40cmで，腐植土の厚さは約5cmで 

ある。ただ腐植土は場所によって，厚さ50cmに達するところがある。山田忍のMK 

に対比できる。 

第13層： 全域に分布している。橙色～淡黄色の降下軽石堆積物で，軽石礫は角状 

の径4cm大以下のものである。層厚は70～150cmである。摩周湖にむかって層厚 

を増大する傾向がある。山田忍のM lに対比できる。 

第14層： この層の構成員は，ローム，火山灰，火山砂，腐植，降下軽石などであ 

る。これらが，いろいろな組合せで発達している場合が多く，各層厚も一定していな 

い。したがってそれぞれを明確に識別することができないので，一括してとりあつか 

った。 

この14層としたものは，山田，瀬尾外が洪積土としてあつかっている。この図幅 

で，観察された限りでは，このなかに降下軽石，火山灰などがふくまれ，また，ほぼ 

現地形にっていることなどから，いちおう冲積世の火山噴出物と考えられる。しか 
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し，その実態が究明されていないので，こんごの問題として残されたが，この図幅で 

はいちおう摩周岳統としてあつかった。 

Ⅲ.２.２.９ 現河川堆積物 

この堆積物は，標津川およびその支流，武佐川，当幌川の河岸にそれぞれ発達して 

いる。砂，礫，粘土から構成されている。層厚は明らかでないが，2m以上と推定さ 

れる。 

Ⅳ 応 用 地 質 

図幅地域の資源として，金属鉱床，砂鉄鉱床および石材などがあげられる。 

Ⅳ.１ 金 属 鉱 床 

金属鉱床は，緑色凝灰岩相で特徴ずけられている忠類層の中に胚胎あり，黒鉱ある 

いは黒鉱式のものである。知床金属鉱床区にぞくする。とくに，めぼしい鉱兆地は， 

酸性火山岩の中，あるいはその周辺部にみとめられるのが特徴的である。しかも，こ 

の酸性岩の迸入および迸出は，グリーンタフの構造に支配されている。これと同種の 

現象は，隣接の武佐岳図幅地域および摩周湖図幅地域においても観察されている。 

もっとも顕著な鉱兆地は，俣落川中流に分布している石英安山岩岩脈の北部の周縁 

部にみとめられる。この地域の石英安山岩は，黄鉄鉱の鉱染，粘土化および弱珪化の 

諸作用をうけており，かつ酸化作用のため，いわゆる“やけ”の様相をしめしている。 

この“やけ”の一部に，鉱染網脈状を呈する賤金属がみとめられる。これらの変質帯 

や網脈の方向性については，充分把握していないが，ほぼ石英安山岩の迸入方向と平 

行しているようである。組成鉱物は，通常黄銅鉱≫閃亜鉛鉱・黄鉄鉱＞方鉛鉱である 

が，一部には斑点状の黄銅鉱集合体もみられる。これらのうち，黄銅鉱は，酸化作用 

のため，銅藍におきかえられている場合が多い。脈石は，石英で代表されるが，時に 

は方解石を随伴している。 

なお，この石英安山岩は，うえにのべた個所以外でも，粘土化および黄鉄鉱の鉱染 

した個所が，随所にみられる。しかし，いまだ賤金属は，みとめられない。 

そのほか，忠類層をつらぬく石英粗面岩岩体の周辺部の一部に，粘土化および硫化 

鉄鉱の鉱染帯がみとめられる。一方，溶岩流の産状をしめす石英粗面岩と鉱床との関 

係については，明らかでない。 

Ⅳ.２ 砂利および火山灰 
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この地域の砂利は，おもに調査地管内の道路敷石用として利用しているにすぎなく， 

きわめて小規模なものである。砂利は，茶志骨層の砂・礫を対象として採取している。 

火山灰も，近郊の道路補修用として利用している。これは戸春別層の火山灰，新期 

火山灰を採取している。 

Ⅳ.３ 砂   鉄 

砂鉄は，砂，礫から構成される茶志骨層にわずかに胚胎している。昭和40年に特殊 

鉱床開発調査の一環としてこの地域の調査が実施された。 

調査結果によるとわずか砂鉄の濃集がみられるだけで，きわめて小規模なもので， 

まったく稼行の対象にならない。 
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中標津町土取場の新期火山灰層露頭 

図幅南部地域の開拓道路の切割，点線の上部は新期火山灰層，下部は茶志骨層 
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Résumé 

 

Ⅰ  Topography  

The area of the Nakashibetsu sheet-map i s divided topogra-  

ph i ca l ly i n to moun ta ino us l and a nd h i l ly or p la t eau- l i ke l and  

connected with the Konsen planes.  The topography i s int imately  

control led by the geology of the area.  

The mountainous land, ly ing in the northwestern corner of  

the area, i s composed of the Neogene format ions and Quaternary  

volcanic rocks.  The plateau- l ike land, covered only by Quaternary 

format ions, ranges f rom 40m to 200m above sea level, incl in ing  

gent ly toward NNE, and may be divided in to the fol lowing two 

par ts with dis t inguished topographic characters.  One i s the f la t  

p la teau about 80m above sea level, and the other i s the waving 

hi l ly platform, more than 100m in height.  Several monadnocks 

are dis t r ibuted in the hi l ly plat form.  
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The r ivers in th is area include Shibetsu River, Musa River  

a n d T o h o r o R i v e r, a l l r u n n i n g n o r t h e a s t w a r d t o t h e N e m u r o 

Stra i ts.  Alluvial formations are developed along these r ivers.  

Ⅱ  Geology 

The geologic formations developed in this area are summarized in 

Table 1.  The Neogene formations represent the continuous extension 

of the typical “ green tuff region” developed in the Shiretoko 

Peninsula, and correspond to the inner bel t of the Kuri le Is land  

arc.  These format ions comprise the Chū rui Format ion, Arakawa 

Format ion and Mataochigawa Format ion in ascending order.  
  Al luval deposi ts  

 Recent  Younger volcanic ash 

  Talus deposi ts  

Quaternary  Terrace deposi ts  

  Chashikotsu welded tuff  

  Nakashibetsu welded tuff  

  Toshunbetsu format ion 

  Musadake volcanics  

  Samakkenupri lavas  

 Ple iocene Mataochigawa format ion 

Ter t iary   Arakawa format ion 

  Chū rui fomat ion 

The Chū rui Format ion character ized by the green tuff facies 

i s composed of green tuff, propyl i te, tuff breccia, mudstone and 

sandy mudstone.  

In the la ter s tage of the format ion, fe ls ic volcanic act iv i ty  

r e p r e s e n t e d by ne v a d i t e o r d a c i t e t o o k p l a c e.  T h e A r a ka w a 

Format ion, ly ing conformably on the Chū rui Formation, i s divided  
i n to t he l ower fo rma t ion r ep re sen ted by andes i t i c agg lomera t e  

and the upper format ion character ized by the rhyol i t ic tu l f.  
The Mataochigawa Format ion which l i es unconformably on 

 Pleistocene 

 Miocene 
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the Arakawa Format ion, i s mainly composed of pumiceous tu f f  

and show well-developed al ternat ion of f ine-grained conglomerate,  

s i l t s tone and pumiceous tuff in i t s lower part.  A smal l andesi t ic  

dyke was formed in the la ter s tage of th is formation.  

The above-mentined Neogene system general ly shows mono-  

clinal structures, having a strike of N50ﾟ～60ﾟE, dipping 15ﾟ～30ﾟ  

SW.  This t rend crosses obl iquely the general t rend of extension 

of the Shiretoko Peninsula.  Gently dipping antic l ines of the same 

s t r ike are local ly found in the Chū rui Format ion.  As to faul ts,  

there are two groups, one t rending N50ﾟ～ 60ﾟE and the other NS,  

the la ter being cut by the former.  

Of the Quaternary formations, Samakkenupuri lava, Musadake 

volcanic rocks, Toshunbetsu Format ion, Nakashibetsu welded tuff,  
Chashikotsu Format ion and the ter race deposi ts in ascending order  

belong to the  Pleis tocene,  whereas the ta lus deposi ts, younger  

volcanic ashes, and the present r iver deposi ts are Holocene.  

Samakkenupur i l avas are charac ter i s t ica l ly mafic pyroxene-  

andesi te and have many amygdaloidal cavit ies, present ing agglo-  

me ra t i c appea rance i n some p lace s.  Mu sadake vo lca n i c s a re  

divided in to the lower part represented by mafic andest ic agglo-  

merate and the upper part character ized by the fels ic pyroxene-  

andes i t e.  These vo lcan i c rocks a r e produc t s of t he vo lcan i c  

act iv i t ies in the Akan and Shiretoko volcanic zone.  

The Toshunbe t su Format ion i s composed of wel l-s t ra t i f ied 

pumice, volcanic ashes and loams.  The Nakash ibe t su welded 

tuffs are je t-black or dark grey in color, and are quar tz-bearing 

pyroxene andesi t ic in composi t ion.  Those developed in th is area  

are general ly  not highly welded.  The Chashikotsu Format ion  

is composed of sands and gravels, with fa lse bedding developed 

in some par ts.  The ta lus deposi ts are also composed of sands  

and gravels.  
The younger volcanic ashes are included in the Mashū volcanic  
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ash format ions, which grouped in to twelve layers by S. Yamada.  

In the present area, four teen layers are discr iminated, some of  

w h i c h ca n be c o r r e l a t e d t o t ho s e by Y a ma da.  I t w a s f o un d 
t ha t t he Mosh ibe t su Pumiceous Forma t ion which was fo rmer ly  

descr ibed as Diluvium in the Mashū sheet-map to the west of the  

present area belongs to the younger volcanic ash format ion.  

The Recent r iver deposi ts, developed along the r ivers, are  

composed of sands, gravels, clays and peats.  

Ⅲ  Economlc geology 

In addi t ion to the possible metal deposi ts, there are placer  

i ron deposi ts.  

The base metal ore deposi ts are black ore type (Kurokō) and 

s i t ua t ed a t t he midd le r e aches of t h e Mataoch i Rive r.  The y 

o c c u r r e  i n t h e n o r t h e r n m a r g i n s o f t h e  d a c i t e d y k e s.  T h e 

mineral associations of chalcopyrite-zincblende-galena are common.  
O ther ind ica t ions a re present a long t he margins of the l ipa r i t e  

dykes.  But these deposi ts have not been prospected.  
The placer i ron deposi ts present in the Chashikotsu Format ion 

is less than 1cm in th ickness, and have no economlc  value.  
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